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　共同研究は、日文研が最も重要視している研究活動です。1987年の創設以来、国際性・学際性を総合する視点から「5域3軸」（図
1）という枠組みを掲げて共同研究を組織し、国内外の日本研究者コミュニティの結節点の機能を果たしてきました。そして 2017年
4月、創立 30周年を前に、昨今の日本研究のグローバル化等の現状に鑑みて「3領域」（図2）という枠組みへと再編をおこないました。
　具体的には、①日文研が中期目標期間において重視する組織的な大型プロジェクトを担い、先端的な学界動向に機動的に対応す
る「重点共同研究」、②研究対象地域を日本に限定せず、広い観点からの比較や文化の相互交流や歴史的変容をも対象とする、国際
的研究指向の強い「国際共同研究」、③国際性・学際性という創立以来の強みを活かしつつ、人文学のフロンティアを開拓するよう
な「基幹共同研究」の 3つです。
　共同研究の研究代表者には、日文研の専任研究者だけでなく、研究課題自由設定公募を経て選考された国内外の研究者が就いて
います。共同研究の成果をまとめた商業出版物の書誌情報や国際研究集会の報告書は、日文研のウェブサイトで紹介しています。

　　30年間における共同研究課題 169を解析し、頻度順で可視化してみました（図1）。「頻度＝文字の大きさ」です。
　それを法人化前後に分けてみると（図2・図3）、「日本人」がなくなり、「東アジア」が大きくなっているのが分かります。
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30 年間の共同研究課題169とその関連データを内側に掲載しています。

日文研の共同研究について 平成27年度共同研究員アンケート報告書

　日文研では、その主たる活動である共同研究の現状と共同研究員の意見を把握し、組織運営の改善のための資料とするために
アンケートを実施した。
調査対象者：2015（平成27）年度の国内所外共同研究員 301名（名誉教授、元専任・特任教員、送付物受取辞退者を除く）
調 査 方 法：質問紙を郵送し、返信用封筒で回答（無記名）
調 査 期 間：2016（平成28）年 7月 22日（金）～ 8月 22日（月）
回　答　数：121名 （回答率 40.2％）

　学際性・国際性を問う質問　　のいずれも、「そう思う」「ある程度そう思う」を合わせると約 90％を占めています。また質問　につ
いても、「満足している」「ある程度満足している」を合わせると 90％を超えていることから、日文研が標榜する学際性・国際性は、共
同研究会において概ね達成しており、全体として満足度は極めて高いと言えます。そして質問　からは、専門性でリードするよりも学
際的・国際的な高等研究機関型の組織であることを望んでおり、年齢層では中堅・若手を重視すべきと考えていることがわかります。

所属した共同研究会は学際的だと思いますか？ 所属した共同研究会は国際的だと思いますか？

所属した共同研究会に満足していますか？ 日文研はどのような研究機関であるのがよいと思いますか？
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図 3（法人化後）
共同研究番号89～169

※34問より4問を抜粋
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研究
代表者 成果物

　①では研究会が8分野にわたることから学際的であると言えますが、約90％が文系です。②では海外機関所属の研究代表者が
14％で、国際的な大学共同利用機関としての役割を、こうした形でも果たしてきたと言えます。③では女性の研究代表者が7％で、
ジェンダーバランスがまだまだ悪いと言えます。数値であらわすと共同研究会における過不足がわかります。

　グラフでは成果物「有」が約70％、「無」が約30％となっていますが、表に目を移せば、2004年の法人化後はそ
れ以前と比べると「成果物が作成されなかった」が16から5、つまりは3分の1以下となっています。共同研究の内実
や業績はその成果物のみで計ることはできませんが、広く一般に対して発信することは重要なことと思われます。
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※五十音順
※文系を着色
※１研究課題につき
　１班とした。

環境学 5
工学 1
社会科学 31
情報学 3
人文学 119
生物学 1
総合人文社会 8
農学 1
計（班数） 169

①共同研究会の分野別比率
客員教員（海外）
外国人研究員

14.0%

客員教員
（国内）
13.5%

専任教員
72.5％

女性 7.0％

男性 93.0％
※169班のうち2班が代表者2名

女性 12
男性 159
計（のべ人数） 171

②代表者の属性

③代表者の性別

※169班のうち2班が代表者2名

客員教員（海外機関所属）
外国人研究員 24

客員教員（国内機関所属等） 23
専任教員 124

計（のべ人数） 171
②共同研究員数・班数の推移（10年間）

　

共同研究員数 5,490

海外共同研究員数 162

　　平均共同研究員数 32

＊１  過去には国際シンポジウム集を成果物と見做したこともあった。
＊２  共同研究委員会に提出・承認されたもの。

2018年3月31日現在

　 　 　 　

　
　
　

単位 : 班 法人化前 法人化後

共同研究
（班数）

1987―2017
年度

169

有 118 118 67 51

無 51

＊1 国際シンポジウム集 7 5 2

継続中 10 ― 10
＊2 成果出版計画書提出済 4 ― 4

成果出版計画書未提出 8 ― 8

共同研究会として開催に至らず 1 0 1

成果物が作成されなかった 21 16 5

合計 169 88 81

成果物数 129
上下巻、シリーズ等は「1」とした。

国際シンポジウム集
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成果出版計画書提出済

成果出版計画書未提出

共同研究会として開催に
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成果物が作成されなかった

成果物無
30.2％

成果物有
69.8％

4.2％

5.9％

2.4％

4.7％

0.6％

12.4％

①共同研究員総数（30年間） ③機関数（30年間） ④機関属性別共同研究員数（30年間）

のべ共同研究員数 実人数
平均共同研究員数 540 人　平均班数 16 班
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　①では30年間における共同研究員の総体を、②ではそのうちの10年間に焦
点化し、年間の平均共同研究員数「540人」と平均班数「約16班」を出してみ
ました。そして共同研究員が所属する機関を③で分類し、所属機関毎の共同
研究員数を④で出してみました。④のうち 2.9%を占める「その他」には、ま
んが家やエンジニア、ダンス批評家や農業問題ジャーナリストなど、共同研究
に幅と深みと面白さを加える多種多様な職種の共同研究員が含まれています。

私立大学
34.6%
（279）

民間機関
20.4%
（164）

公的機関
14.1%
（114）

外国機関 14.0%
（113）

国立大学 8.7%
（70）

公立大学 5.1%
（41）

その他 2.0％（16） 大学共同利用機関
1.1％（9）

機関数
806

私立大学
29.3%
（1,606）

日文研
28.2%
（1,551）

国立大学
21.6%
（1,185）

公的機関 4.5%
（249）

民間機関 4.1%（223）
外国機関 3.4%（187）
その他 2.9％（158） 大学共同利用機関

1.7%（96）

共同研究員数
 5,490

公立大学 4.3%
（235）

※日文研の外国人
研究員、外来研
究員、客員教員
（外国機関所属）
は、日文研に含
まれます。

6500分の１「茶屋の看板娘」
　30年間における「研究発表タイトル」約 6500を、時代や人名等、
単語で区切って法人化前後の頻度順（トップ 10）を出そうと試みま
した。しかしこの方法では、そこから有意なトレンドを見出すという
よりは、研究がもつ深みや面白さが立ち消えてしまうことがわかりま
した。たとえば「茶屋の看板娘」の場合、「茶屋╱の╱看板╱娘」となり、
頻度が低いので浮上せず、また世界的な視野から「「場」の日本文化」（004）を総合的に解明しようとする研究会の意図も汲み取れなくな
ります。日文研の共同研究は、こうした数値では表せない豊かさを内包していると言えます。

研究
発表

※1　編著者が複数の場合は複数カウント。
※2　討論等 読書会、エクスカーション等も含む。
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（10の桁以下切り捨て）
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研 究 課 題

日
本
文
学
と
「
私
」

日
本
文
化
の
基
本
構
造
と
そ
の
自
然
的
背
景

世
界
に
お
け
る
日
本
研
究
の
知
識
社
会
学
的
研
究

「
場
」
の
日
本
文
化

江
戸
時
代
の
芸
術
に
お
け
る
外
国
文
化（
中
国
を
中
心
と
し
て
）の
受
容
と
変
容

日
本
人
の
他
界
観

日
本
型
モ
デ
ル
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

日
本
思
想
の
重
層
性

市
場
制
度
の
国
際
比
較

市
場
制
度
の
動
態
―
日
本
を
中
心
に
―

東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の
世
界

歴
史
認
識
と
歴
史
意
識
：
日
本
の
歴
史
研
究

日
本
人
の
自
然
観

昔
話
、
そ
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
通
底
す
る
も
の
の
研
究

交
渉
行
動
様
式
の
国
際
比
較

「
理
想
郷
」
の
比
較
文
化
史

日
本
の
科
学
と
文
明

日
本
の
想
像
力

近
代
化
過
程
に
お
け
る
人
口
と
家
族

世
界
の
中
の
日
本
型
シ
ス
テ
ム

生
命
と
現
代
文
明

日
本
文
化
の
新
断
面
―
か
ざ
り
並
び
に
奇
人
研
究
―

公
家
と
武
家

短
冊
の
研
究

日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か

日
本
文
化
の
深
層
と
沖
縄

総
合
雑
誌
『
太
陽
』
の
総
合
的
研
究

日
本
人
お
よ
び
日
本
文
化
の
地
域
性

制
約
に
基
づ
く
日
本
語
の
構
造
の
研
究

歴
史
の
な
か
の
病
い
と
医
学
―
日
本
を
中
心
に
―

現
代
日
本
人
の
労
働
・
遊
び
観
お
よ
び
行
動
の
歴
史
的
発
達

魔
女
と
気
候
の
文
明
史
―
ア
ニ
ミ
ズ
ム
世
界
の
再
発
見
―

日
本
型
シ
ス
テ
ム
の
編
成
原
理

日
本
に
お
け
る
中
産
階
級
の
成
立
過
程
―
人
口
・
家
族
・
職
業
・
階
層
―

近
代
日
本
の
女
た
ち
―
そ
の
表
象
と
自
己
表
現
―

身
体
技
法
を
通
し
て
み
た
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
交
流
史

現
代
日
本
の
社
会
科
学
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム

転
換
期
に
お
け
る
法
と
社
会

文
学
に
お
け
る
近
代
―
転
換
期
の
諸
相
―

日
本
人
と
英
語
：
英
語
化
す
る
日
本
の
学
際
的
研
究

公
家
と
武
家
―
そ
の
比
較
文
明
史
的
考
察
―

東
ア
ジ
ア
地
中
海
世
界
に
お
け
る
文
化
圏
の
形
成
過
程
―
3
世
紀
か
ら
7
世
紀
に
か
け
て
―

大
正
期
総
合
雑
誌
の
学
際
的
研
究

日
中
考
古
学
の
文
化
比
較
研
究

家
族
と
人
口
の
歴
史
社
会
学

将
棋
の
戦
略
と
日
本
文
化

日
本
社
会
に
お
け
る
会
合
の
実
態
と
そ
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
の
歴
史
的
研
究

画
像
資
料
が
物
語
る
身
体
の
文
化
史

日
本
に
お
け
る
怪
異
・
怪
談
文
化
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
学
際
的
研
究

通
婚
圏
、
配
偶
者
選
択
お
よ
び
性
淘
汰
に
よ
る
ヒ
ト
の
進
化

危
機
管
理
と
予
防
外
交

高
精
度
分
解
能
の
気
候
変
動
と
文
明
の
盛
衰

日
本
に
お
け
る
情
報
化
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
機
能
の
変
容
―
日
米
国
際
比
較
を
軸
と
し
て
―

日
本
の
語
り
物
―
口
頭
性
・
機
構
・
意
味
―

19
世
紀
の
日
本
「
発
見
」
―
旅
行
と
旅
行
記
の
中
の
異
文
化
像
―

ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
関
係
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
役
割
と
影
響
―
太
平
洋
協
力
関
係
の
現
在
と
未
来
―

類
似
性
の
科
学
と
模
倣
の
情
報
文
化
に
関
す
る
研
究

平
安
人
物
志
の
研
究

日
本
人
の
時
間
意
識
の
変
遷

日
本
の
政
治
経
済
と
ア
ジ
ア
諸
国

聖
な
る
も
の
の
形
と
場

武
器
の
進
化
・
退
化
の
学
際
的
研
究
（
考
古
・
歴
史
編
）

大
英
帝
国
・
英
連
邦
の
文
明
論
的
研
究
―
日
本
と
の
比
較
を
中
心
に
―

日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
関
西
を
中
心
と
し
た
学
際
的
研
究
―

公
家
と
武
家
―
王
権
と
儀
礼
の
比
較
文
明
史
的
研
究
―

王
権
と
神
祇

徳
川
日
本
の
家
族
と
社
会

「
東
ア
ジ
ア｣

的
空
間
と
都
市
と
の
関
係
体
の
形
成
と
変
容

欠
如
・
逆
欠
如
の
観
点
か
ら
見
た
日
本
の
生
活
文
化

生
き
て
い
る
劇
と
し
て
の
能
：
謡
曲
の
多
角
的
研
究

日
本
語
系
統
論
の
現
在

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
自
然
誌

日
本
植
民
地
法
制
度
の
形
成
と
展
開
に
関
す
る
構
造
的
研
究

表
現
に
お
け
る
越
境
と
混
淆

近
代
中
国
東
北
部
（
旧
満
州
）
文
化
に
関
す
る
総
合
研
究

歴
史
的
空
間
情
報
の
解
析
・
解
釈
法
の
研
究

日
本
人
の
異
界
観
―
そ
の
構
造
と
意
味
―

旅
の「
情
報
」と「
表
現
」―
交
流
と
孤
立
か
ら
見
た
日
本
文
化
史
の
再
検
討
―

近
代
化
と
日
本
人
の
身
体
感
覚

１
９
２
０
│
１
９
７
０
の
五
十
年
間
に
わ
た
る
日
本
文
学
・
日
本
文
化
の
連
続
性
・
不
連
続
性

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
映
像
に
み
る
物
質
文
化
と
情
報
文
化

公
家
と
武
家
│
官
僚
制
と
封
建
制
の
比
較
文
明
史
的
研
究
│

京
都
を
中
心
と
し
た
、
日
本
の
伝
統
工
芸
の
過
去
・
現
在
・
将
来

性
欲
の
文
化
史

文
化
と
し
て
の
植
物
―
日
本
の
内
と
外
―

戦
間
期
日
本
の
社
会
集
団
の
相
互
関
係
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
―
政
・
官
・
軍
・
メ
デ
ィ
ア
・
経
済
界
・
教
育
事
業
家
な
ど
を
中
心
に
―

出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
―
近
世
か
ら
近
現
代
へ
―

「
封
建
・
郡
県｣

論
を
巡
っ
た
中
国
と
日
本
に
お
け
る
思
想
連
環
―
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
他
国
認
識
と
自
国
改
革
―

日
本
文
明
史
の
再
建
―
21
世
紀
の
環
境
・
経
済
・
文
明
―

日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る
技
術
と
身
体
の
思
想

日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚

「
関
西
」史
と「
関
西
」計
画
―
文
化
の
生
成
と
自
然
的
・
社
会
的
基
盤
―

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
二
字
熟
語
概
念
の
成
立
に
関
す
る
総
合
的
研
究

日
本
に
お
け
る「
死
の
場
所
」と
死
生
観
の
変
遷
に
関
す
る
総
合
的
研
究

「
文
明
交
流
圏
」と
し
て
の「
海
洋
ア
ジ
ア
」

王
権
と
都
市
に
関
す
る
比
較
史
的
研
究

日
本
に
お
け
る
住
ま
い
の
風
土
性
・
持
続
性

前
近
代
東
ア
ジ
ア
三
国
の
交
流
と
文
化
的
波
長

幸
田
露
伴
の
世
界

怪
異
・
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
―
前
近
代
か
ら
近
現
代
ま
で
―

文
化
の
所
有
と
拡
散

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
空
間
の
形
成
―
日
中
学
術
概
念
史
の
比
較
的
研
究
―
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―

古
代
東
ア
ジ
ア
交
流
の
総
合
的
研
究

日
本
文
明
史
の
再
建
―
生
命
文
明
の
時
代
を
求
め
て
―

性
欲
の
社
会
史

近
代
日
本
の
公
と
私
、
官
と
民
―
比
較
の
視
点
か
ら
―

都
市
文
化
と
は
何
か
？
―
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
お
け
る
都
市
文
化
の
比
較
史
的
研
究
―

18
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
シ
ス
テ
ム
の
近
代
的
再
編
成

ア
ジ
ア
に
お
け
る
家
族
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
変
容
：
近
代
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に

「
満
州｣

学
の
整
理
と
再
編

民
謡
研
究
の
新
し
い
方
向

戦
後
政
治
・
外
交
政
策
の
検
証
と
再
定
義
（
開
催
に
至
ら
ず
）

仏
教
か
ら
み
た
前
近
代
と
近
代

植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
支
配
と
地
域
社
会

「
東
洋
美
学
・
東
洋
的
思
惟｣

を
問
う
：
自
己
認
識
の
危
機
と
将
来
へ
の
課
題

文
明
と
身
体

日
本
の
近
代
化
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

日
本
に
お
け
る
翻
訳
の
文
化
史

怪
異
・
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
―
研
究
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
―

生
命
文
明
の
時
代
を
創
造
す
る

近
代
日
本
に
お
け
る
指
導
者
像
と
指
導
者
論

帝
国
と
高
等
教
育
―
東
ア
ジ
ア
の
文
脈
―

「
日
本
浪
曼
派｣

と
ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア
近
現
代
に
お
け
る
知
的
交
流
―
概
念
編
成
を
中
心
に
―

日
記
の
総
合
的
研
究

文
学
の
中
の
宗
教
と
民
間
伝
承
の
融
合
：
宮
沢
賢
治
の
世
界
観
の
再
検
討

夢
と
表
象
―
メ
デ
ィ
ア
・
歴
史
・
文
化
―

徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
―
17
〜
19
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
―

「
心
身
／
身
心｣

と「
環
境｣

の
哲
学
―
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
概
念
の
再
検
討
と
そ
の
普
遍
化
の
試
み
―

新
大
陸
の
日
系
移
民
の
歴
史
と
文
化

仕
掛
け
と
概
念
：
空
間
と
時
間
の
日
仏
比
較
建
築
論

デ
ジ
タ
ル
環
境
が
創
成
す
る
古
典
画
像
資
料
研
究
の
新
時
代

人
文
諸
学
の
科
学
史
的
研
究

日
本
庭
園
の
あ
の
世
と
こ
の
世
―
自
然
、
芸
術
、
宗
教

現
代
民
俗
研
究
方
法
論
の
学
際
的
研
究

建
築
と
権
力
の
相
関
性
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
研
究

昭
和
40
年
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分
析
―
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
の
研
究

21
世
紀
10
年
代
日
本
文
化
の
軌
道
修
正
：
過
去
の
検
証
と
将
来
へ
の
提
言

万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史
―
ア
ジ
ア
を
中
心
に
（
２
０
１
２
年
度
は「
万
国
博
覧
会
と
ア
ジ
ア
」）

日
本
文
化
形
成
と
戦
争
の
記
憶

日
本
的
時
空
観
の
形
成

日
本
仏
教
の
比
較
思
想
的
研
究

植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力

日
本
的
教
育
文
化
の
複
数
地
域
展
開
に
関
す
る
比
較
研
究
―
ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ハ
ワ
イ
・
ア
メ
リ
カ
の
日
系
教
育
史
を
中
心
に
―

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
で
日
本
研
究

昭
和
戦
後
期
に
お
け
る
日
本
映
画
史
の
再
構
築

戦
争
と
鎮
魂

画
像
資
料（
絵
葉
書
・
地
図
・
旅
行
案
内
・
写
真
等
）に
よ
る
帝
国
域
内
文
化
の
再
検
討

お
た
く
文
化
と
戦
時
下
・
戦
後

日
本
の
軍
事
戦
略
と
東
ア
ジ
ア
社
会
―
日
中
戦
争
期
を
中
心
と
し
て
―

日
本
大
衆
文
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

戦
後
日
本
文
化
再
考

説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に

日
本
の
舞
台
芸
術
に
お
け
る
身
体 

―
死
と
生
、
人
形
と
人
工
体

明
治
日
本
の
比
較
文
明
史
的
考
察
―
そ
の
遺
産
の
再
考
―

浪
花
節
の
生
成
と
展
開
に
つ
い
て
の
学
際
的
研
究

3.11
以
後
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
／『
日
本
文
化
』

比
較
の
な
か
の
東
ア
ジ
ア
の
王
権
論
と
秩
序
構
想
―
王
朝・帝
国・国
家
、
ま
た
は
、
思
想・宗
教・儀
礼
―

万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史

多
文
化
間
交
渉
に
お
け
る『
あ
い
だ
』の
研
究

差
別
か
ら
見
た
日
本
宗
教
史
再
考
―
社
寺
と
王
権
に
見
ら
れ
る
聖
と
賎
の
論
理

日
本
語
の
起
源
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
―
日
本
言
語
学
史
の
光
と
影

投
企
す
る
古
典
性
―
視
覚
／
大
衆
／
現
代

「
運
動
」と
し
て
の
大
衆
文
化

音
と
聴
覚
の
文
化
史

東
西
文
明
論
―
日
本
を
東
西
の
中
間
地
と
し
て
、
懸
け
橋
と
い
う
特
殊
な
使
命
を
与
え
る
言
説
の
分
析

近
代
東
ア
ジ
ア
の
風
俗
史
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成　果　物

『
日
本
文
学
に
お
け
る「
私
」』

『
日
本
人
と
日
本
文
化
の
形
成
』

『
日
本
と
は
何
な
の
か
―
国
際
化
の
た
だ
な
か
で
―
』

『
日
本
人
の
他
界
観
』

『
日
本
型
モ
デ
ル
と
は
何
か
―
国
際
化
時
代
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
―
』

『
日
本
に
お
け
る
女
性
―
日
本
思
想
に
お
け
る
重
層
性
―
』

『
市
場
制
度
の
動
態
』

『
物
の
イ
メ
ー
ジ
・
本
草
と
博
物
学
へ
の
招
待
』

『
日
本
人
の
自
然
観
―
縄
文
か
ら
現
代
科
学
ま
で
―
』

『
国
際
交
渉
学
―
交
渉
行
動
様
式
の
国
際
比
較
―
』

『
日
本
の
科
学
と
文
明
―
縄
文
か
ら
現
代
ま
で
―
』

『
日
本
の
想
像
力
』

『
近
代
移
行
期
の
人
口
と
歴
史
』

『
日
本
文
化
は
異
質
か
』

『
現
代
生
命
論
研
究
』

『「
か
ざ
り
」
の
日
本
文
化
』

『
公
家
と
武
家
―
そ
の
比
較
文
明
史
的
考
察
―
』

『
日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
』

『
日
本
文
化
の
深
層
と
沖
縄
』

『
雑
誌
『
太
陽
』
と
国
民
文
化
の
形
成
』

『
制
約
に
基
づ
く
日
本
語
の
構
造
の
研
究
』

『
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
』

『
日
本
人
の
労
働
と
遊
び
・
歴
史
と
現
状
』

『
魔
女
の
文
明
史
』

『
日
本
社
会
と
は
何
か
―
〈
複
雑
系
〉の
視
点
か
ら
―
』

『
東
ア
ジ
ア
の
身
体
技
法
』

『
文
学
に
お
け
る
近
代
―
転
換
期
の
諸
相
―
』

『
日
本
人
と
英
語
』

『
公
家
と
武
家
Ⅱ
―「
家
」の
比
較
文
明
史
的
考
察
―
』

『
海
の
古
代
史
―
東
ア
ジ
ア
地
中
海
考
―
』

『
雑
誌
『
太
陽
』
と
国
民
文
化
の
形
成
』

『
日
本
文
化
と
し
て
の
将
棋
』

『
日
本
妖
怪
学
大
全
』

『
国
際
危
機
学
│
危
機
管
理
と
予
防
外
交
│
』

『
龍
の
文
明
史
』

『
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
│
情
報
革
命
下
で
漂
流
す
る
第
四
の
権
力
│
』

『
日
本
の
語
り
物
│
口
頭
性
・
構
造
・
意
義
│
』

『
旅
と
日
本
発
見
│
移
動
と
交
通
の
文
化
形
成
力
│
』

『
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
関
係
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』

『
模
倣
と
創
造
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』

『
遅
刻
の
誕
生
│
近
代
日
本
に
お
け
る
時
間
意
識
の
形
成
│
』

『
日
本
の
政
治
経
済
と
ア
ジ
ア
諸
国﹇
上
巻
﹈政
治
秩
序
篇
』

『
聖
な
る
も
の
の
形
と
場
』

『
武
器
の
進
化
と
退
化
の
学
際
的
研
究
│
弓
矢
編
│
』

『
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
圏
史
１
５
０
０

－

２
０
０
０
』

『
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
』

『
公
家
と
武
家
Ⅲ
│
王
権
と
儀
礼
の
比
較
文
明
史
的
考
察
│
』

『
王
権
と
神
祇
』

『
徳
川
日
本
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
』

『
逆
欠
如
の
日
本
生
活
文
化
│
日
本
に
あ
る
も
の
は
世
界
に
あ
る
か
│
』

『
桂
坂
謡
曲
談
義
│
高
砂
・
定
家
・
三
井
寺
・
弱
法
師
・
鞍
馬
天
狗
│
』

『
日
本
語
系
統
論
の
現
在
』

『
植
民
地
帝
国
日
本
の
法
的
構
造
』

『
表
現
に
お
け
る
越
境
と
混
淆
』

『
満
洲
浪
曼
』（
復
刻
）
第
１
〜
７
巻
・
別
巻

『
実
践 

考
古
学
Ｇ
Ｉ
Ｓ
│
先
端
技
術
で
歴
史
空
間
を
読
む
│
』

『
日
本
人
の
異
界
観
│
異
界
イ
メ
ー
ジ
の
探
求
│
』

『
旅
と
日
本
発
見
│
移
動
と
交
通
の
文
化
形
成
力
│
』

『
近
代
日
本
の
身
体
感
覚
』

『
日
本
文
化
の
連
続
性
と
非
連
続
性　

１
９
２
０
年

－

１
９
７
０
年
』

『
文
化
と
し
て
の
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
』

『
公
家
と
武
家
Ⅳ
│
官
僚
制
と
封
建
制
の
比
較
文
明
史
的
考
察
│
』

『
伝
統
工
藝
再
考　

京
の
う
ち
そ
と
│
過
去
発
掘
・
現
状
分
析
・
将
来
展
望
│
』

『
性
の
用
語
集
』

『
戦
間
期
日
本
の
社
会
集
団
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
│
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
中
間
団
体
│
』

『
明
治
期
「
新
式
貸
本
屋
」
目
録
の
研
究
』

『「
封
建｣

・「
郡
県｣

再
考
│
東
ア
ジ
ア
社
会
体
制
論
の
深
層
│
』

『
山
岳
信
仰
と
日
本
人
』

『
技
術
と
身
体
│
日
本
「
近
代
化
」
の
思
想
│
』 

『
日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
』

『
関
西
を
創
造
す
る
』 

『
ト
ツ
的
文
化
ナ
テ
』

『
死
の
儀
法
│
在
宅
死
に
見
る
葬
の
礼
節
・
死
生
観
│
』

『
王
権
と
都
市
』 

『
日
本
の
住
ま
い
と
風
土
性
』 

『
幸
田
露
伴
の
世
界
』 

『
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
│
絵
巻
・
草
紙
か
ら
マ
ン
ガ
・
ラ
ノ
ベ
ま
で
│
』 

『
コ
モ
ン
ズ
と
文
化
│
文
化
は
誰
の
も
の
か
│
』 

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』
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『
古
代
東
ア
ジ
ア
交
流
の
総
合
的
研
究
』

『
性
的
な
こ
と
ば
』

『
近
代
日
本
の
公
と
私
、
官
と
民
』

『
都
市
歴
史
博
覧
│
都
市
文
化
の
な
り
た
ち
・
し
く
み
・
た
の
し
み
│
』 

『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』

『
日
本
研
究
』
第
40
集
〈
共
同
研
究
報
告
〉

『
ア
ジ
ア
女
性
と
親
密
性
の
労
働
』 

『
民
謡
か
ら
み
た
世
界
音
楽
│
う
た
の
地
脈
を
探
る
│
』 

『
妙
貞
問
答
を
読
む
―
ハ
ビ
ア
ン
の
仏
教
批
判
―
』

『
地
域
社
会
か
ら
見
る
帝
国
日
本
と
植
民
地
―
朝
鮮
・
台
湾
・
満
洲
―
』

『
東
洋
意
識　

夢
想
と
現
実
の
あ
い
だ　

１
８
８
７

－

１
９
５
３
』

『
日
本
の
近
代
化
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』

『
進
化
す
る
妖
怪
文
化
研
究
』

『
近
代
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
―
岐
路
に
立
つ
指
導
者
た
ち
―
』

『
帝
国
日
本
と
植
民
地
大
学
』

『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』

『
宮
澤
賢
治
の
深
層
―
宗
教
か
ら
の
照
射
―
』 

『
夢
見
る
日
本
文
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』

『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』

『「
心
身
／
身
心
」と
環
境
の
哲
学
―
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
思
想
を
媒
介
に
考
え
る
―
』

『
日
系
文
化
を
編
み
直
す
―
歴
史
・
文
芸
・
接
触
―
』

  V
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『
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
す
す
め
』

『
学
問
を
し
ば
る
も
の
』

『『
作
庭
記
』
と
日
本
の
庭
園
』

『
異
人
論
と
は
何
か
―
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
時
代
を
生
き
る
―
』

『
建
築
と
権
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』

『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
研
究
論
―
昭
和
40
年
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分
析
―
』

『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築
―
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
―
』

『
万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史
』

『
日
本
的
時
空
観
の
形
成
』

『
比
較
思
想
か
ら
見
た
日
本
仏
教
』

『
越
境
と
連
動
の
日
系
移
民
教
育
史
―
複
数
文
化
体
験
の
視
座
―
』

『
マ
ン
ガ・ア
ニ
メ
で
論
文・レ
ポ
ー
ト
を
書
く
―
「
好
き
」
を
学
問
に
す
る
方
法
―
』

『
戦
後
映
画
の
産
業
空
間
―
資
本
・
娯
楽
・
興
行
―
』

『
動
員
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
―〈
創
作
す
る
大
衆
〉の
戦
時
下
・
戦
後
―
』

『〈
日
中
戦
争
〉と
は
何
だ
っ
た
の
か
―
複
眼
的
視
点
―
』

『
大
衆
文
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』

※ 

タ
イ
ト
ル
は
背
表
紙
か
ら
と
り

　
成
果
物
が
複
数
あ
る
班
は
、

　
発
行
年
の
早
い
も
の
と
し
た
。

海外共同研究員とは？
海外の研究機関等に勤めている研究者を、
日文研の共同研究における国際性をより
高めるために、2009年度から招へいして
います。

法人化後


